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Abstract 

The purpose of this study is to reveal new aspects of "self." We consider "self'as dynamic 

and socially constructive. From this viewpoint, the representation of self is based on an under-

standing what kind of situation we are in. To examine this hypothesis, an experiment was con-

ducted, in which informants were asked to explain their self -what kind of person they want to be 

understood as -in two different situations by writing essays. These essays addresed the follow-

ing three points: 1) when informants pay attention the asymmetric relations in their situation, 

they tend to present appealing aspects of self, 2) when informants regard symmetric relations as 

important in their situation, they tend to present affiliative aspects of self, and 3) when informants 

are interested in increased friendship with particular persons, they tend to disclose negative as-

pects of self. 
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現実の社会生活を営む上において我々は、時と場に応じて、様々な「…らしさ」を演じてい

る。時に「先生らしく」、時に「学生らしく」、時に「子どもらしく」。その一方で我々は、「本

当の自分は…」とか「自分らしく…」などという表現を用いて、自己の本質に言及しようとする。

心理学の世界では、我々が日常「わたし」と呼ぶ実存を、「自己 (self)」と呼んでいる。こ

の自己は、個人の中にあって静的で、比較的安定した傾向を有する実体と見なすのが、伝統的

な考え方である。パーソナリティーを尺度を使って測定しようとするのも、アイデンテイティ

を語るのも、等しく共通してそこに静的で安定した、換言すれば「変わらない自己」を想定し

ているのである。そこには、本人すら気づいていない「真の自己」が存在し、そして心理学こ

そがその「真の自己の姿」を明らかにしうるのだという主張が隠蔽されている。

一方、木村・西田 (1996)は、こうした考え方に疑問を呈する。

彼らは、自己を社会的な文脈によってその時々で構成される概念であると考えた。そしてこ

れを状況依存的自己 (situationalself) と呼んだ。 "situational"という単語に比べて日本語の

「状況依存」では、自己が状況に従属しているかのような印象を与えてしまう。その意味では

必ずしも望ましい表現とはいえないが、少なくとも従来の自己概念との区別は明確になる。

彼らが示したデータは、我々が自己の本質に言及しようとすればするほど結局は他者（この

場合の他者は必ずしも具体的な人物である必要はなく、例えば自己を内省的に捉えているもう

一人の自己であっても構わない）との関係性に言及せざるを得ないことを物語っている。すな

わち自己は、他者との関わりという層面で、その相互交渉のプロセスを通して構築される動的

なものではないだろうか。

本研究では、自己の一貫性を否定しようというのではない。日常において我々は、「自分ら

しさ」というものを実感している。それは、様々な状況の違いにもかかわらず一貫している側

面を持っているという感覚であろう。従来の自己研究が扱ってきたのは、主にこのような自己

の側面である。一方、自己には、前述のように状況によって変化する側面もある。ここで、焦

点を当てているのはこういった自己の側面なのである。

1．社会的構築主義の視点

状況の影響を重視する立場のひとつに社会的構築主義 (socialconstructionism)がある。従

来の心理学における諸理論も、何らかの形で状況が心的現象に及ぽす影響を考慮してないわけ

ではない。しかし、社会的構築主義のそれはより積極的である。 Burr(1995)は、社会的構築主

義の基本的な前提のひとつとして、我々が日常を理解する仕方が歴史的および文化的に固有で

あり、このことが我々の行動を決定していると述べている。

社会的構築主義の代表的な考えをみると、 Gergenは知識の社会的過程への依存について述

べている。またHarreは自己と経験との関係を言語の機能に焦点を当てて述べており、 Billigは

態度が議論の展開にいかに影響を受けるのかを述べている。以下に、彼らの考えを取り上げ、

心的現象と状況との密接な関係を見ていくことにする。
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1.1．知識の社会的構築

Gergen (1965, 1997)は、個人の置かれた状況が行動に及ぽす影響に関する実験を行ってい

る。被験者が話す内容に対して実験者が肯定的評価を与えた場合と、中性的あるいは否定的な

評価を与えた場合とでは、前者の方が被験者の自己評価が高くなった。つまり、他者の評価と

いう状況が被験者の自己評価に影響を及ぽしたのである。このことから、 Gergenは状況の影

響を重視するに至った。個人の行動に影響を及ぼす状況として、 Gergen(1973, 1984)は歴史

を特に重視している。彼は、社会心理学などの社会科学が、自然科学的な方法をとってきてい

る点を不適当だとしている。なぜなら、自然科学が対象としている現象は不変的であるのに対

し、社会科学のそれは変化を基本的性質としているからである。その変化とは時間的な推移に

よってもたらされるものである。この対象の性質を考慮すると、社会心理学がとるべき方法は、

その研究対象である心的事象の変化をもたらしている歴史とその影響を重視したものとなる。

こうした歴史の影響は、ある理論が集団に共有され認められる過程にもあると

Gergen(l994)は指摘している。理論が生成されその妥当性を判断する際、自然科学ではその

理論のもととなっている現象が再度観察されるかどうかが規準となる。これは、対象の性質が

不変だからである。しかし社会科学の場合、その対象は変化を基本的性質としているため、自

然科学と同じようにはいかない。社会科学における理論の妥当性の規準は、その理論における

用語の使用が当該のコミュニティ（文化・社会的集団、研究者集団）の常識的な使い方から見

て認められるか否かによって判断される。つまり、理論の中で説明されている内容が、同一集

団の他のメンバーに認められるかどうかが規準となる。その用語の使用の範囲は、当該のコミ

ュニティにおける言語的な慣習の規準によって限定される。その規準から見て範囲を超えた用

語の使用は他者と共有されないために無意味なものとなってしまうし、認められるレベルのも

のであれば、その理論は共有され妥当だと見なされるのである。この過程には、社会的な関係

が大きく関わっており、社会的な状況の影響を受けると言えよう。

上述のGergenの指摘は、社会科学と自然科学の方法論に関するものであるが、理論以外の

知識についても適用できよう。たとえば一般常識について考えてみよう。ある個人の信じてい

る知識が、時間的推移の中で当該のコミュニティの他のメンバーに受け入れられていった場合、

この知識は常識と呼べるものになる。常識が生じる過程においても他のメンバーとの社会的関

係が大きな役割を果たしている。このように心的な現象のひとつである知識が、あるコミュニ

ティに共有される過程には、状況が大きな影響を及ぽしているのである。

1.2.自己の社会的構築

Harre(l993)は、自己について、それが従来の心理学において述べられてきたような比較的

安定した実体や属性ではなく、空間的なある地点に位置づけられるもの(location)と見ている。

ここで言う空間とは社会的な状況を指す。こう見ることで、自己をその時々の状況によって変

化するものとして捉えようとしているのである。個人が行う自己に関する認識とは、この位置
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づけられているという感覚から生じるものである。

Harreにとっての自己とは、自分に関する経験が体系化されたものである(P()tter& Wetherell, 

1987; Burr, 1995)。経験は、言語によって記述されてはじめて意味を持つ。言い換えれば、言

語には経験を作り出す機能がある。個人の生活内には様々な自分に関する事象があろう。それ

らの事象のうち、言語によって意味づけられたものだけが自分に関する経験となる。そして、

それらの経験が積み重なって体系化されたものが、その個人が言い得る自己なのである

(Harre, 1987, 1989)。いわば言語が自己を形作っていると言えよう。当然、言語は文化の影響

を強く受けるものである。したがって、自己に関する経験の体系化は、個人が生育してきた文

化の影響を受けることになる。

例えばSmith(l981)は、ニュージーランドの先住民であるマオリ族に関する研究を行ってい

る。マオリ族の場合、個人の経験は自らが獲得したものではなく、すべてマナ (mana) とい

う超自然的な力によって与えられたものと捉えられている。マナは個人が生まれた時点で神に

よって先天的に与えられたものであり、いわば運命的なものである。たとえばある個人が成功

した場合、それはその個人の能力や努力によるのではなく、その個人に与えられたマナのため

だと見なされる。

西洋文化の場合、経験は個人が獲得したものであり、成功が個人の能力や努力によるものだ

とされる。この点でマオリ文化と西洋文化は対照的である。経験と自己との関連で見てみると、

西洋文化では、経験は個人が状況に対して働きかけた結果得られるものであり、経験の中核に

自己が存在する。これに対し、マオリ族の自己は経験の中核にはない。西洋的自己が能動的で

あるのに対し、マオリ的自己は受動的なのである。

Smithの研究は、文化的状況の違いが個人の自己の在り方に影響を及ぽしている具体例を示

していると言えよう。

1.3．態度の社会的構築

伝統的な態度理論における態度の概念は、ある対象に対して比較的一貫して安定した個人内

の傾向とされている。確かに行動の背後に態度を想定することで、個人の行動を理解しやすく

なるだろう。しかしBillig(l989,1991, 1997)は、直接観察することのできない概念を行動の背

後に想定するよりも、直接観察可能なものに焦点をおくべきだとして態度研究に異議を唱えて

いる。そしてBillig(l989,1991)は態度理論における「態度」との混同をさけるために、「見解

(views)」という用語を用いて、見解（態度）の変動性について論じている。

まずBilligは、世間に広く普及している常識には、矛盾するテーマが含まれることを指摘し、

人々がこれらを知識の一部として持っており、常識の使用は文脈によって決まることを述べて

いる(Billig,1987, 1989, 1991)。

例えばBillig(l989,1991)は、イギリス社会において広く知れ渡っているイギリス王室の話題

を取り上げている。イギリス王室について家族で議論してもらい、議論の中に現れてくる個人
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の見解を分析している。そこで明らかになったことは、一人の個人の見解が、議論の文脈によ

って変化することであった。すなわち見解（態度）が文脈によって構築されているのである。

またBillig(1985)は、矛盾するテーマを含む例として偏見の問題も取り上げている。

我々は、基本的に自分のまわりにある様々な事象を、カテゴリーに分ける傾向を持っている。

従来の偏見研究は、このようなカテゴリー化を用いて、偏見がかった見解に焦点を当てている。

それについてBillig(1985)は、偏見がかっていない見解が研究対象から抜け落ちているとして、

従来の偏見研究を批判している。そして議論に注目し、そこに現れてくる個人の見解の内容を

吟味することで、偏見がかった見解と偏見がかっていない見解を区別できることを論じている。

また、そう区別することによって従来の偏見研究では扱われてこなかった偏見がかっていない

見解を扱うことができるとしている。

このようにBilligは議論に注目することで、そこに現れてくる個人の見解を理解することが

できると同時に、その見解が文脈によって、すなわち社会的に構築されると論じている。

以上見てきたように、 Gergenは知識が集団に共有される過程に社会的な関係が影響を及ぽ

すことを示し、 Harreは言語の役割を重視して文化的な状況が経験と自己の構築にかかわって

いるとしている。また、 Smithの研究では文化的状況の違いにより自己の在り方までもが違っ

てくることが示されている。 Billigは、従来の態度研究に欠けていた変動性への視点を見解と

いう概念を導入して考察し、それが議論の経過に影響されることを明らかにしている。彼らは

それぞれ、知識、自己と経験、態度（見解）と違う心的現象を取り上げているが、そこに共通

してあるのは状況の重要性である。

2．研究の目的

本研究では、自己が様々な状況においてどのように表明されるのかに焦点を当てる。すなわ

ち、自己が状況によってどのように構築されているのかに注目する。ある状況における自己表

明は、その状況を個人がどのように捉えているのかという意味づけの結果としてなされるもの

である。我々は日常の様々な場面において、その場に応じて自らを表明する。その表明は、そ

の場面をどのようなものとして捉えるかの結果としてなされているのではないだろうか。

このことを確かめるため、本研究では実験的な方法を選択した。実験では、いくつかの場面

を呈示し、実験協力者にその場面をどのようなものかを尋ね、そこでどのように自分を表明す

るかを自由記述によって回答させた。

3．方法

3.1．実験協力者

有償のポランティアとして実験に参加協力し・た四年制大学の学部学生29名が、今回の実験協

力者であった（男子16名、女子13名、平均年齢21.7歳、 SD=l.76)。協力者には番号を付し、基
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礎的な情報として年齢と性別を一覧表にまとめてTable1に示した。

Tablel 協力者番号、年齢、及び性別一覧表

＃ 年齢 性別 ＃ 年齢 性別 ＃ 年齢 性別

1 20 男 14 21 女 24 22 女

2 21 女 15 21 女 26 22 男

3 21 男 16 21 男 27 21 男

6 20 男 17 29 女 28 21 男

7 21 女 18 23 男 29 21 女

8 20 女 19 21 女 30 23 男

10 21 男 20 25 男 31 21 男

11 21 男 21 21 男 32 22 女

12 22 男 22 22 女 34 20 女

13 22 男 23 22 女

※欠番は実験の途中で参加しなくなった協力者である。

3.2．実験の概要

この実験は、 2つの異なる場面において、協力者が自分をどのような人物として、その場に

居合わせるであろう相手に理解してもらいたいかを文章で回答するものであった。

実験は、大枠では2要因の被験者内要因実験と見なすことができる。協力者は2つの異なる場

面に回答した。その際2つの場面が相互に与える影響を緩和するために、場面1と場面2の間

に3週間の間隔をおいた。また協力者は1つの場面につき 2回の回答をした。その際、 1回目

の回答から 1週間後に2回目の回答をした。したがって実験全体を通して協力者は、都合4回

の回答をしたことになる。

3.3．実験の手続き

各場面における 1回目の回答では、提示された4つの具体例のうちから協力者が回答しやす

いものを 1つ選び、その具体例において自分のことをどのような人物として相手に理解しても

らいたいかを回答した。2つの場面と具体例、及びその際の教示についてはTable2にまとめた。

各場面における 2回目の回答は、協力者が書いた 1回目の回答を呈示し、より詳しい説明を

求めた。具体的な質問は以下の3点に絞って行った。 1)抽象的な回答に対して具体的な回答を

求めた。例えば、「私は、仕事の話ばかりじゃなくて、お互いの人間性を出せるような会話が

いい。」 (#8、20歳、女性）、「自分の思っていることをほぼそのまま口に出す。」 (#12、22歳、

男性）などの回答に対して下線を付し、「内容を具体的に教えて下さい」と質問を行った~ 2) 
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Table2 各場面の具体例と教示

2つの場面と具体例................................................................................................................................................................... .. 
場面1 場面2
a.就職試験の重役面接

b.ゼミ選考審査での面接

C. 入試の面接

d. アルバイト採用時の面接

1回目の回答における教示

a.合コン

b.参加し始めた頃のサークルで…

C. ゼミの最初のコンパ

d. アルバイト先で同僚に紹介されたとき

次の 1から 4の場面で、あなたは自分のことを、どのような人物として相手に

理解してもらいたいですか？

そのときに、あなたはどのように振る舞い、何を話し、どんな表情をし、上ム

な服装でいて、またどんな熊席をとるでしょうか？

あなたが一番答えやすい場面を一つ選び答えて下さい。

2回目の回答における教示例 (1回目の回答の該当する部分に下線を引いて示して）.................................................................................... .. 
l)具体的にはどのような話をしますか？

2)その理由を詳しく教えて下さい。

3)その場面はあなたにとってどのような意味を持っていますか？

※下線部は、教示の順序効果に配慮して場面lと場面2では異なる順序で提示した。

実験者の理解を助けるために、より具体的な説明を求めた。例えば、「面接をしている人に何

か話を振られたら、採用に不利にならない限り、正直に思ったことを言う。」 (#22、22歳、女

性）に対しては、「不利にならないこととは具体的にどのようなことですか」と質問を行った。

また「…始まったら、おそらく何も考えず、演技をしていない自分を見せます。・・・また、無

理な背伸びはせずに、あるがままの自分の姿を見せれるような、話をしています。」 (#18、23

歳、男性）に対しては、「演技していない自分とは具体的にあなたのどのような部分ですか？」

と質問を行った。 3)全ての協力者に状況への意味づけを求めた。具体的には「あなたの選択し

た場面は、あなたにとってどのような意味を持っていますか？」と質問を行った。

実験は、協力者にある程度の緊張感を持ってもらうために、また回答に集中してもらうため

に集団状況で一斉に実施した。回答は電子メールを用いて自由記述式で求めた。謝礼は最後の

実験終了後に手渡した。なお調査用紙はA4判に印刷し、表紙をつけて配布した。所要時間は

教示も含めて40~55分程度であった。

4．結果および考察

まず始めに、自己表明がなされていると思われる箇所、および選択した場面に対して意味づ

けを行っていると解される部分を、協力者ごとに抜き出した。この抽出は、我々 3名の合意の

もとに進められた。なお、手続きの項でも述べたように、 2回目の回答において我々は、場面

に対する意味づけを質問している。この質問に対する回答も、意味づけ反応に含めた。ただし、
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この質問に対する回答のすべてが、必ずしも意味づけの表明とはなっていなかった。

回答の抽出に当たって、明らかな漢字の間違い、漢字変換のミスやミスタイピングに起因す

ると思われる誤字などは訂正を行った。

本文中「 」内はすべて、協力者の回答である。また、回答の意味を理解する上で補足が必

要と思われる箇所については、［ ］を付して示した。なお（ ）は、協力者自身が用いた括

弧記号である。

まずはじめに、自己表明と場面への意味づけが明瞭な3名の協力者の回答を分析する。

そこで明らかとなった知見を敷術するために、さらに9名の回答について分析を行う。

本研究では、以上の12名を対象として分析を行う。それは、これら12名の回答が、残りの協力

Table 3-1 #14 (21歳女性）の場面1に対する意味づけと自己表明

ゼミ選考審査での面接

場面に対する意味づけ....................................... 
面接という、かしこまったシチュエーションで自分をいかにうまく出すかというのが最大
のポイントだから、終始笑顔だけは絶やさないように心掛けます。

［面接では】先生と自分を同列ではなく、上下の関係だということを明確に頭において接す
るということが大事だということです。

一般的に面接というと、初対面の人に対して、自分をいかに良く見せるかということがポ
イントとなると思うので、［中略］、それはゼミ選考審査での面接にも通じるところがある
と思うので、［ゼミ選考審査での面接は］畏まらなければならない場面、と思っています。

自己表明.............................................................. 
研究内容について入念な事前勉強をしていき、その自分が勉強した内容、そしてこれから
研究したい内容を語ります。そのときはなるべく笑顔で、フレンドリーに、しかし尊敬の
念は忘れない、ちゃんと先生を敬う態度をとります。

面接の時にすごく堅い格好をしていっても、あとで苦しくなると思うので、いつも通りで
いいと思います。

【面接では］とりあえず、先生に自分の熱意を伝えるのが一番なので、自分の自然な姿勢は
崩さず、しかしかなり（自分なりに）低姿勢で笑顔を保って研究内容について相談する、
という形でいいんじゃないかとおもいました。

特に、成績でゼミ生を選ぶ先生と面談するときは、成績は悪いけれどやる気だけはとても
あることをしつこく何度も強調し、事前の勉強をとにかく力を入れて行い、それについて
ほかの人よりもこんなに勉強する気があるのよー！ ！ということをアピールします。先生
に、とても熱心な研究心がある生徒だと感じてもらうためです。

そこ［成績の話題］に触れられるととても弱いので、自分の勝負できるところで喋りまくつ
て相手に印象づけるのが大事だと思います。あと、とりあえずがさつなところがばれない
ように、多少お行儀よく振る舞います。

終始笑顔だけは絶やさないように心掛けます。

決して甘えた態度はとらず、しかし先生を尊敬しているということも絶対にわすれません。

ゼミの先生には、あとでぼろが出ると困るので、自分をよく見せようとかいうことよりも、
自分をなるべく知ってもらうということが第一だと思います。
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者の回答に比べて率直に自己を表明していたからである。もちろん、分析の対象から外した協

力者の回答が自己表明を行っていないと言うわけではない。しかしながら、その表現レベルが

極めて間接的であったりして、我々の間でもその解釈に一致が見いだされなかった。したがっ

て今回の分析対象から除外することとした。

Table3-lは、＃14の回答である。

彼女は、場面1の事例としてゼミ選考の面接場面を選んだ。

彼女にとってここは、「上下の関係だということを明確に頭に置いて接する」「かしこまった

シチュエーション」であり「畏まらなければならない」場面なのである。しかもそこで彼女は、

「なるべく笑顔で、フレンドリーに、しかし尊敬の念は忘れない、ちゃんと先生を敬う態度」

で、なおかつ「低姿勢で笑顔を保って」「先生を尊敬していることを絶対に忘れない」ように

しなければならない。彼女の理解では、この場における最も重要な関係性は、相手との上下関

係であり、自分自身は下に位置するということなのである。ここで物事を決定する（この場合、

彼女のゼミを決める）のは、下位にいる彼女ではなく、上位にいる先生なのである。ただ彼女

にできるのは、「先生に、とても熱心な研究心がある生徒だと感じてもら」い、「自分をよく見

せようとかいうことよりも、自分をなるべく知ってもらう」努力をすることなのである。「い

かに自分をうまく出すかが最大のポイント」となるのである。

このような場であると意味づけたからこそ「先生を敬う態度」を通して彼女は、そのことを

相手に示そうとしているのだろう。常識的に、先生と生徒は上下の関係にある。その意味で彼

女は、このような表明することで、社会的な常識を兼ね備えているという自己を表明している

とも取れる。こうした自己表明は、「笑顔」でいることを繰り返し強調するところにも現れて

いる。また他にも、「終始笑顔」でいることは、彼女のソーシャルスキルの高さを示すことに

なるし、それは温厚、誠実などの側面を強調することになるかもしれない。

さらに、「研究内容について入念な事前勉強」をし、「それについてほかの人よりもこんなに

勉強する気があるのよー！ ！」というように「熱心な研究心」を前面に押し出すことで、この

場において一番強調しなければならないと彼女が感じている「自分の研究したい内容」を伝え

るとともに、それと平行して彼女は、真面目な自己、（ゼミでの勉強という面での）熱心な自

己を表現していると考えられる。

そうした自己として自分を表現することで、自分にとって有利な決定が上位者である先生に

よってなされると彼女は判断したのであろう。

その一方で彼女は、「面接の時にすごく堅い格好をしていっても、あとで苦しくなると思う

ので」普段通りの服装で面接に臨み、「がさつなところがばれないように、多少お行儀良く」

して「甘えた態度はとらず」、「そこ［成績の話題］に触れられるととても弱いので、自分の勝

負できるところで喋りまくつて」、この場面では彼女が望ましくないと判断した自己の側面を

抑制しようと努めている。

次に、場面2の事例として彼女は、参加し始めた頃のサークルを選んだ。ここでの彼女の回
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答は、彼女自身の体験談を語ったものと推察される。 (fable3-2参照）

彼女はサークルを、大学生活の中心に据えていたと考えられる。「大学生活＝サークル活動

Table 3-2 #14 (21歳女性）の場面2に対する意味づけと自己表明

参加し始めた頃のサークルで…

場面に対する意味づけ....................................... 
大学に入ったばかりの頃、大学生活＝サークル活動と思っていたので、初めてサークルに
顔を出したとき、ここでしくじったらこれからの4年間がばあになると気合いを入れてい
た覚えがあります。

自分のなかに理想の自分がいて、それに近づけるように大学デビューをしようとしていま
した。

［サークル活動とは］大学生活を左右するであろう人脈を広げる場である。

自己表明,.................................. 
とても気を配って誰とでも会話をするように心掛けました。

自分にマイナスイメージがつくような言動すべてを回避していました。

とりあえず話しやすいいい子と思われるように努力したと思います。

自分が話すときは話しまくり、聞くときは熱心に聞くよう心掛けました。大学生活を先に
送ってきた先輩にそのことを開きたい気持ちはたくさんあったし、しかし自分のことを満
足に語れないような人間には思われたくなかったので自分のことも適度に話しました。

とりあえず嫌われないための最低ラインを守りつつ自分を見せていくしかないと思ってい
ました。今も昔もそうですが、私は八方美人で愛想が良すぎるところがあるので、［逆に］
それを武器にしようと考えていたと思います。

人の話を聞くことができ、かつ自分のことを話すこともできる。ものの考え方がフレキシ
プルであり筋も通っている。とりあえず一本スジが通った人間になりたかったので、その
ように振る舞おうとしていたと思います。

と思っていた」というのであるから、そこは彼女にとって主体性を発揮する、大学生としての

自己実現の場として認識されていたのであろう。だからこそ、そこに参加し始めた頃は「ここ

でしくじったらこれからの4年間がぱあになる」「大学生活を左右する」場だったのである。

まさしく彼女がいうように、「大学デビュー」の場だったのである。

サークルである以上そこには、先輩ー後輩という上下の関係と、同輩という並行の関係が混

在している。しかしこの場合の上下関係は、いわば幅（平均的には4歳前後の年齢差）をもっ

た仲間関係に包含されうる。それを仮に、仲間性と呼んでみる。彼女が注目したのは、この仲

間性であり、そのメンバーの一員として参加することではなかっただろうか？ 「デビュー」

という表現が象徴しているように、彼女にとってここでの重要な関係性は、このような仲間性

に見られる並行的な関係ではないだろうか。そのような関係性を構築する比較的初期の段階で

あるからこそ、「とても気を配って誰とでも会話するように心掛け」「八方美人で愛想が良すぎ

るところがあるので、［逆に］それを武器にし」て、当該集団の中に彼女自身を溶け込ませる

よう努めたのであろう。
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そこで彼女は、「話しやすいいい子と思われるように努力」する。既存の集団に、対等な仲

間として参加するにあたって、彼女は自らの協調性を示そうとしたのだろう。「自分にマイナ

スイメージがつくような言動すべてを回避し」「嫌われないための最低ラインを守りつつ自分

を見せ」るのも、結果的には協調的な自己を示すことにつながるのではないだろうか。

加えて彼女は、理想の自己像（「人の話を聞くことができ、かつ自分のことを話すこともで

きる」）を表明しようとする。「ものの考え方がフレキシプルであり筋も通っている。とりあえ

ず一本スジが通った人間になりたかったので、そのように振る舞おうとしていた」のであり、

具体的には「自分が話すときは話しまくり、聞くときは熱心に聞くよう心掛けました。大学生

活を先に送ってきた先輩にそのことを聞きたい気持ちはたくさんあったし、しかし自分のこと

を満足に語れないような人間には思われたくなかったので自分のことも適度に話し」たのであ

る。こうした形で彼女は、他者に配慮しつつも自分を失わない、彼女が理想とする自律した自

己を表明しようとしたのではないだろうか。

場面2への質問（場面3)として彼女には、サークルでのその後について尋ねた。 (fable3-

3参照）

Table 3-3 #14 (21歳女性）の場面3に対する意味づけと自己表明

サークル活動をずっと続けていきたいと感じるようになった頃

場面に対する意味づけ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・ 
より深く人間的なおつきあいが出来る人を見つける［場］。

自己表明........................................................................................... 
話の内容はもっとくだけていったと思います。［中略］仲良くなろうと思ったら人間的なつ

ながりというか、もっと人間らしいところを見せていく方がいいと思うからです。そして

話の内容が変わって時間がたち、仲良くなれたかなと思いだしたら、もっと自分を知って

もらい、より深く人間的なおつきあいが出来る人を見つけるために、最低限のマナーを守

りつつ自分の好きなように振る舞い、とりたい態度をとり、好きな服装をします。

［私は］根がどうやらわがままらしいので、そのように振る舞ってしまいます。

この段階では、彼女はここを「より深く人間的なおつきあいが出来る人を見つける」場と捉

えている。先に指摘した、仲間性に象徴される並行的な関係は、あの段階ではまだ、均質な関

係性にしか過ぎない。それに対してここで彼女が重視するのは、全体的に均質な仲間性ではな

く、一人一人のメンバーとの個別の関係である。

それは、「最低限のマナーを守りつつ」という表現にあるように、彼女が他のメンバーと共

にこの集団を形成しているのだという厳然たる事実と自覚の上に成り立っている。集団固有の

規範を遵守しつつ、さらに個別の深い関係性に着目していると考えられる。仲間性の濃淡に着

目していると表現すればよいだろうか？ この集団内の他者から既に一定の評価を獲得してい

るという意味では、もはや他者からの評価は問題にならないということであろう。

したがって彼女はここで、「人間的なつながりというか、もっと人間らしいところを見せて」

ゆこうと考える。それは具体的には「自分の好きなように振る舞い、とりたい態度をとり、好
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きな服装をする」ことであり、「根がどうやらわがままらしいので、そのように振る舞」うこ

となのである。これらは、彼女の独善性や自己中心性の表明である。こうした否定的な側面も

もつ存在として自己を表明した方が、より「人間らしい」存在として映ると彼女は考えている

のであろう。

Table4-lは、訟2の回答である。

彼女は、場面1の事例としてアルバイトの面接を取り上げた。

Table 4-1 #22（直女性）の場面1に対する意味づけと自己表明

アルバイト採用時の面接

湯面に対する意味づけ,....................................... 
たかがアルバイトと言っても、それで落とされると自分が否定されたようで結構ショック
を受けるので、私はそれほど気楽なものとは思っていない。［中略］多少なりとも自分の能

力や性格を問われる大切な場であるし、どちらかと言えばフォーマルなもの。

自己表明,............................................................................................................................... 
そのアルバイトに対してやる気を持っている。明るくて普通の女の子だが、自分の考えを

きちんと持っていて、まわりにあまり流されないしつかりした人。責任感があるので仕事
を任せられると思わせる。

初対面の人と接する時は、第一印象が大切なので、面接場所に着いた時点から人当たりの

良さそうな態度で接する。面接をしている人の話を聞くときは、下を向いたりしないでそ
の人の方を見て相槌をうって、ちゃんと話を開いていて仕事に対してのやる気を見せる。

必要があれば、今までのバイトの経験なども相手に話し、もし聞かれればそのバイトを志
望した動機なども答えられるようにはしておく。

面接をしている人に何か話しを振られたら、面接に不利にならない限り、正直に思ったこ
とを言う。自分に都合の悪いことでも、バイトでそこまで深くかかわりあうことは滅多に
ないので、まあ何を話しても構わないと思う。私は全く知らない人と話すとき、その人に

悪い印象をもってもらいたくないので、けっこうにこにこしたり、いい人そうな態度を取

ろうとするので、バイトの面接の時でも同様だろう。

彼女はここで、「たかがアルバイトと言っても、それで落とされると自分が否定されたよう

で結構ショックを受ける」「多少なりとも自分の能力や性格を問われる大切な場であるし、ど

ちらかと言えばフォーマルな」場と考えている。これは、＃14の「かしこまったシチュエーシ

ョン」と共通する。

そして、「採用に不利にならない限り、正直に思ったことを言」い、「自分に都合の悪いこと

［プライベートに関わるような質問］でも、バイトでそこまで深くかかわりあうことは滅多に

ないので、まあ何を話しても構わない」と考える。「採用に不利にならない限り」という表現

が示唆するとおり、彼女の理解もまた＃14と同様、この場を上下関係の場と解しているのでは

ないだろうか？ 採用に関する決定権は、面接する側に握られているのであって、彼女はいわ

ば弱者の立場にある。だからこそ、採用に不利になるような発言は避け、答えたくない（ある

いは答える必要のない）プライベートな質問にも応じようとする。

そこで彼女は、「そのアルバイトに対してやる気を持ってい」て、「今までのバイトの経験な

ども相手に話し、もし聞かれればそのバイトを志望した動機なども答えられるようにはしてお
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く」ことで、仕事に関する側面での自己の真面目さ、熱心さを表明する。

また、「自分の考えをきちんと持っていて、まわりにあまり流されないしつかりした人」で

あることを示し、「仕事を任せられると思わせる」ことで、責任感のある自己を表明する。

加えて、「第一印象が大切なので、面接場所に着いた時点から人当たりの良さそうな態度で

接」し、「面接をしている人の話を聞くときは、下をむいたりしないでその人の方を見て相槌

をうって、ちゃんと話しを聞いて」「けっこうにこにこしたり、いい人そうな態度」を示すこ

とで、高いソーシャルスキルをもった自己であることを表明している。

次に彼女は、ゼミの最初のコンパを場面2の事例として選んだ。 (Table4-2参照）

Table 4-2 #22 (22歳 女性）の場面2に対する意味づけと自己表明

ゼミの最初のコンパ

場面に対する意味づけ..................................... .. 
他のゼミのメンバーや先生と交流することで、ゼミ内で新しい友だちを作るのに有効な場面。

ゼミの中に知り合いがいないのであれば、それをきっかけに仲良くなれるチャンスになる

だろうし、［中略］お互いのことをよく知るいい機会になる。

自己表明................................................................................................. 
頭のいい人と思われなくていいが、バカとは思われたくない。うるさい人でもなく、それ

なりに物事を考えている人と思われたい。私は初対面の人や、大勢での飲み会はあまり得

意ではないが、これから少なくとも週 1回ゼミの時間に顔をつきあわせていく人たちとの
飲み会なので、とりあえず嫌な人とか、つまらない人と思われたくないので、その場が和

めるように話題に参加する。初めての飲み会なので、ゼミ内にはまだ仲良くない人も大勢

いるはずなので、いろいろな人と言葉を交わす努力をする。それと先入観でこの人は苦手

なタイプかも、、、と感じて喋る気になれないことも多々あるが、ゼミで極力それはしない。

初めて話す人とは話が詰まりやすいので、 1対 lではあまり喋りたくない。周辺の人4、

5人ぐらいで喋る。

あまり貝にならず、とりあえず何か喋ってみる。

私は表情がないとよく言われるので、コンパの場で無表情でいないように気をつける。

彼女はここを、「ゼミ内で新しい友達を作るのに有効な場面」であり「お互いのことをよく

知るいい機会」だと考えている。その一方で、「初対面の人や、大勢での飲み会はあまり得意

ではないが、［中略］嫌な人とか、つまらない人と思われたくないので、その場が和めるよう

に話題に参加する」と述べている。積極的に参加したいわけではないが、しかしその必要性は

感じているのであろう。彼女が感じるその必要性とは、ゼミ内での人間関係、特にゼミ生同士

の繋がりを重視するからである。「いろいろな人と言葉を交わす努力」をし、「先入観でこの人

は苦手なタイプかも、、、と感じて喋る気になれないことも多々あるが、ゼミでは極力それはし

ない」ように努めるのは、そうした気持ちの表れであろう。これは、＃14において仲間性と表

現した関係性を重視していることの結果ではないだろうか。またその際、「周囲の人4、5人

ぐらいで喋る」と述べているところから、彼女がこの場で指向しているのが、特定個人との関

係を結ぶことではなく、ゼミという集団の中にとけ込むことを目指していることがわかる。
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そこで彼女は、「あまり貝にならず、とりあえず何か喋」り、「コンパの場で無表情でいない

よう気をつけ」ながら「その場が和めるように話題に参加する」のである。こうして彼女は、

この場における彼女の協調性を表明することになる。

その際彼女は、コンパに参加しているゼミのメンバーからは、「頭のいい人と思われなくて

いいが、バカとは思われたくない。うるさい人でもなく、それなりに物事を考えている人と思

われたい」と言う。勉強する場としてのゼミで、良くも悪くも突出せず、ゼミの中間層、多数

派として位置する自己を表明しているものと思われる。さらに、「嫌な人とか、つまらない人

と思われたくない」というように、人間的な側面でも中庸を指向する自己であることを表明し

ていると考えられる。

場面2への質問（場面3)として、ゼミに慣れた頃のコンパについて尋ねた。 (Table4-3参照）

Table 4-3 #22 (22歳女性）の場面3に対する意味づけと自己表明

ゼミに慣れた頃のコンパ

場面に対する意味づけ....................................... 
ある程度仲がいい人たちとだったら、気兼ねがいらない（場）。

自己表明................................................................................................. .. 
私は友だちの中でも、どちらかというと人の話を聞くことの方が多い。が、飲みにいった

りするとしゃべる側になるので、ゼミのコンパでも他の人と仲良くなっていたら、どうで
もいいことを話題に沢山しゃべっているだろう。

感じがいいように振る舞おうとか、相手によく思われようということはあまりないのでい

つもと変わらない態度で接する。

彼女はここを、「気兼ねのいらない」場ととらえている。ゼミ活動において一定の期間が経

過し、メンバーとして一定の評価を得た後であるからこそ、気兼ねなく過ごせるし、「感じが

いいように振る舞おうとか、相手によく思われようということはあまりない」のであろう。こ

の点では、より深い関係を指向した＃14と、同じ基盤の上に立っていると言えるだろう。

ここでの彼女は、「友だちの中でも、どちらかというと人の話を聞くことの方が多い。が、

飲みにいったりするとしゃべる側になる」ので、「どうでもいいことを沢山しゃべっているだ

ろう」という。宴席で様子が変わるというのは、多かれ少なかれ誰にでもある。ただ、それを

素直に出せるかどうかは、その時々によって異なるだろう。ゼミの他のメンバーから受ける評価

を意識する必要がない段階だからこそ彼女は、このような自己の二面性を表明できるのだろう。

Table 5-1は、＃28の回答である。

彼は、場面 1の事例として就職試験の重役面接を取り上げた。

彼はこの場を、「あと一歩で［就職するという］目標が達成されるという大事な場面」で、

「クリーニングしたてと言わんばかりのピチッとしたスーツを着て面接に挑む」という。＃14が

「かしこまったシチュエーション」といい、＃22が「どちらかと言えばフォーマル」といったよ

うに、この協力者もまた、場面1を公的な場と捉えているようである。
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Table 5-1 #28 (21歳 男性）の場面1に対する意味づけと自己表明

就職試験の重役面接

場面に対する意味づけ....................................... 
重役面接に至るまで、幾つかのテストをクリアしてきて、あと一歩で目標が達成されるという
大事な場面だと思うので、人生（社会人編）の中でのスタート場所の決定という感じがする。

自己表明,............. .. 
人柄がよく、誠実そうな人だと思ってもらい、こいつは会社に入ってもらいたいなと思わせる

ように理解してもらいたい。

重役面接の時、自分は卑屈にならないように堂々とした態度をとり、相手が不愉快にならない

位にちょっと大きめの態度で振る舞い、［中略】なるべくなら自分の答えずらそうな質問をさ

れないように、こちらから多くのことをしゃべっていきたい。表情は相手に覇気がないと思わ

れたくないので、どちらかというと明るめで、相手の目を見るようにし、そしてクリーニング

したてと言わんばかりのビチッとしたスーツを着て面接に挑むであろう。

面接には採用されたいから行くのだから、ちょっとでも他の人より勝っているように思われた

い。

適当に答えているとするどいツッコミを入れられそうだから、そうなるぐらいなら素直に答え

たい。

質問をされて答えられないと相手に悪い印象しか与えないような気がするので、それならこっ

ちから聞いていった方がいい。

そこで彼は、「面接には採用されに行くのだから、ちょっとでも他の人より勝っているように

思われたい」という。そのために、「適当に答えているとするどいツッコミを入れられそうだ

から、そうなるくらいなら素直に答え」るし「質問をされて答えられないと相手に悪い印象し

か与えられないような気がするので」「なるべくなら自分の答えづらそうな質問をされないよ

うに、こちらから多くのことをしゃべって」ゆこうとする。彼もまたこの場において上下の関

係性を重視しているのであろう。

そのなかで下位に位置する彼は、「卑屈にならないように堂々とした態度」で「相手が不愉

快にならない位にちょっと大きめの態度」をとろうとする。そして「覇気がないと思われた＜

ないので、どちらかというと明るめで、相手の目を見るようにし」て面接を受けるのだという。

こうした姿勢は、彼の積極的な自己や、若々しい自己、闊達な自己、あるいは彼の芯の強さな

どを表明することになるだろう。彼は、こうした側面を中心に自らの自己を表明することが、

この場面でもっともふさわしい（彼の言葉を借りれば「こいつは会社に入ってもらいたいなと

思わせるように理解してもらいたい」）と考えたのであろう。

場面2では彼は、参加し始めた頃のサークルを取り上げている。 (Table5-2参照）

彼は、「友だちを増やしたくて」サークルに入った。そうすることが「大学生活の充実を得

る」ためには必要であり、「サークルに入っているのと、いないのとでは環境がかなり変わっ

てくる」そうだ。参加し始めた頃のサークルは、「生活をより楽しくするためのスタート地点」
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Table 5-2 #28 (21歳 男性）の場面2に対する意味づけと自己表明

参加し始めた頃のサークルで…

場面に対する意味づけ....................................... 
友だちを増やしたくてサークルに入った。

学生生活の充実を得るために［サークルに］入った。

生活をより楽しくするためのスタート地点という意味を持っていると思う。

サークルに入っているのと、サークルに入っていないのとでは環境がかなりかわってくる

と思うのでけっこう大事な場面だと思う。

自己表明................................... 
自分を明る＜気さくな感じで、友だちになりやすそうな人と思ってもらいたい。

暗い人と思われないようにしときたい。例えば、ずっと下をみないようにしたりいろんな

人と目を合わすようにして喋るきっかけを作ったりする。

振る舞いは、普段通りでいいと思うが、あくまで控え目な感じがいいと思う。先翡もた＜

さんいると思うので、できるだけ失礼のないようにしておきたい。態度は、なるべくでか

い態度は控えた方がいいと思う。

なのである。彼が重視しているのはそこで得られる人間関係、具体的には友達関係である。こ

れは、＃14や＃22の分析において、仲間性として捉えた関係性と共通しているだろう。

こうした場面では、彼は「あくまで控え目な感じがいい」と考え「なるべくでかい態度は控

え」ようとする。「先輩もたくさんいると思うので、できるだけ失礼のないようにしておきた

ぃ」そうだ。目立ちすぎず、むしろ地味な自己であろうとしている。場面 1において、やや尊

大な自己を表明しようとしていたことと比べると、この違いは非常に興味深いものである。

また、「暗い人と思われないように」するために「ずっと下を見ないようにしたりいろんな

人と目を合わすようにして喋るきっかけをつく」ろうとする。そうすることで、協調的で、

「明る＜気さくな感じ」の自己を表明しようとする。「友だちになりやすそうな人」であろうと

努めるのである。

場面2の質問として行われた場面3では、ある程度なれた頃のサークルでの様子を尋ねた。

げable5-3参照）

この段階を彼は、「少しだれてきている」と表現する。「慣れてきた人たちに表情を作っても

変に思われるだけ」だし、「何を話すかは、［中略］そんなに困らない気がする」という。「沈

黙が起きても全然気にならな」い「すごく居心地のいい空間」であるともいう。＃22が「気兼

ねのいらない場」という表現を使ったのとよく似ている。サークルのメンバーとして、一定の

評価を得たと自他共に認識しているからこそ、他者の視点が気にならない、あるいは不快には

ならないのだろう。このような認識を背景に、より個別の深い関係性が焦点となっていること

が、「その人とはどんな話が合うかだいたいわかってきている」し、「このひとなら［横柄な態

度をとっても］これぐらい冗談で済むよな、とかがわかってくる」という表現からうかがえる。
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Table 5-3 #28 (21歳 男性）の場面3に対する意味づけと自己表明

サークル活動をずっと続けていきたいと感じるようになった頃

場面に対する意味づけ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・--・--・・・・--・--・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
なれてきた頃でも服装は普段着のままかわらないと思う。それがジャージのままで婦った

りするので少しだれてきているのかもしれない。

自己表明················••·······•···•·············································· 
慣れてきた人たちに表情を作っても変に思われるだけだと思う。

何を話すかは、［中略］その人とはどんな話が合うかだいたい分かってきているのでそんな

に困らない気がする。

振る舞いや態度は、仲が良くなった分、少し横柄な態度をとる場合があるがこれは、この

人ならこれぐらい冗談で済むよなとかが分かっている。あくまで、相手が許容してくれる

範囲までの態度である。

ここで彼は、「以前ほど愛想を振り撒かない」し、「少し横柄な態度をとる場合」もあるとい

ぅ。もちろん「あくまで、相手が許容してくれる範囲まで」ではあるにせよ、この段階では彼

は、自らの我が儘なところや、自己中心的な側面、独善的ともいえる側面を、比較的自由に表

明するようになる。

以上3名の回答に見られる共通点をここで整理する。

3名は場面lにおいて共通して、上下の関係をそこでの中心に据えていることが示唆された。

集団 (#14ではゼミ、＃22ではアルバイト先、＃28では会社）への参加を認めるか認めないか、

その決定権は上位者に握られているのである。決定に関しては彼らは極めて受動的であり、低

い関与しか許されていない。

一方場面2については、仲間関係の形成を課題とする、並行的な関係が中心にあることが示

唆された。集団 (#14と＃28はサークル、＃22はゼミ）への参加の可否を決定するのは、ただ他

者が一方的にそうするのではなく、他者と自己との相互作用による。その意味で、この場面で

は能動的、かつ高い関与の必要性が生まれてくる。

こうした能動性や関与の高さは、場面3において個別の関係を指向することでより高くなる

と考えられる。集団での一定の評価や立場を形成したからこそ、その上に立って、相手によっ

て異なる密度での関係形成を指向することになる。

こうした意味づけの差異は、そこで表明される自己にどのような違いを生むのであろうか。

あるいは生まないのであろうか。

場面 1で表明される自己は、真面目さや熱心さ、責任感、積極性、若々しさなど、真摯で真

剣、前向きな自己である。当該社会において望ましいと期待される自己を表明することで、自

分に有利な決定を導こうとしている。いわば、訴求的な自己の表明である。

一方場面2で表明されるのは、協調的で、中立・中庸を旨とし、また話しやすく、自律的な

自己である。他者に対する高度な配慮を見せつつ、自律した自己を見せようとしている。いわ
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ば、親和的な自己の表明である。

また場面1や場面2は、肯定的な側面を中心に自己の表明を行う。否定的側面に関しては、

場面1は積極的にこれを隠蔽しようとする。場合によっては、嘘さえつく。場面2では、否定

的側面が表に出ないよう回避に努める。それに対して、場面3ではむしろ、否定的な側面を開

示する。積極的に行うというわけではないが、これを抑制しようとはしない。そうすることが

より深い関係を構築する上で必要な自己の表明だと考えられているようだ。

次に、これまでの分析で明らかになった共通点が、他の協力者の回答にも見いだせるのか検

討する。

まずはじめに、場面 1において上下の関係を想定していると思われる箇所を抜き出した

(Table 6-1)。協力者によってその表現は様々であるが、いずれも、場面1における他者との関

係を意味づける際に、上下の関係を意識していることがうかがえるだろう。この場面における

自己表明を、我々は訴求する自己と呼んだ。ここで対象としている協力者の回答にも、このよ

うな側面が多数表明されているようである (Table6-2)。

次に場面2である。ここでは、並行的な関係が焦点となる。 Table7-1には、こうした点を意

識していると考えられる箇所を抜き出した。この場面2における自己表明は、親和的な自己と

してその特徴を表現した。 Table7-2では、このような自己表明が行われていると解釈しうる回

答を抜きだした。

最後に、場面2への質問として設定した場面3についてである。場面2との違いを、関係性

の濃淡として説明した場面である。こうした点への言及を、 Table8-1にまとめた。また、ここ

での自己の表明は、肯定的な部分ばかりではなく否定的な部分を開示する点に特徴づけられて

いた。このような点に言及している箇所を抜き出したのがfable8-2である。

このようにしてまとめてみると、本研究においてとりあげた12名の回答には、ある種の共通

性が見いだせるのではないだろうか。それは、場面1における上下関係の重視、そうした場面

での訴求する自己の表明、場面2における並行関係の重視とそこでの親和的自己の表明、場面

3のような対人関係の濃淡が生じる場面における否定的側面の開示、である。

個々の協力者の回答は、多様である。しかし、その多様性を集約した結果、場面に対する異

なる意味づけによって異なった自己を表明するという、動的な自己の姿が垣間みられたのでは

ないだろうか。
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Table6-1 場面1への意味づけ

(#17) 

椅子には姿勢を正して座り、礼儀正しく振る舞う

相手の質問には、丁寧にはっきりと答える

自分の一番良いところをアピールしなければならない場所。相手に知ってほしい自分の長所は

等身大以上にわかってもらい、相手に知られたくない自分の短所はできるだけ相手に見られな

いようにする場所。

(#32) 

だらしくなく見えるものは着ません…ひかえめにしていつもしているようなこと［足を組むと

かタバコを吸うとか］はできるだけしません。

目上の人との接し方、相手の質問にきちんとこたえられるかなどが試される

受かれば、自分はきちんとした印象が相手に与えられたのだという気になり、自信がつくし、

落ちれば、きちんとできなかったのだ、どこが悪かったのだろうと反省します。

(#15) 

先生の好みを考えないといけません。

ゼミの選考審査は、あくまでそのゼミの色に合うかどうかを見る面接だと思います。

こいつを入れればおもしろくなると思わせます。

明る＜楽しい上に、礼儀も正しい

（町）
面接に受かるということは、自分自身を認めてもらう、自分の人柄をほめてもらうというよう

な気がします。

(#3l) 

まじめな人として、相手に理解されたいと思う。なぜなら、その方が採用してもらえる確率が

高いから・・・

アルバイト採用時の面接とは、とにかく採用されることだけに焦点をあてる。そのためだった
ら、極端に言えば、うそをついて相手を欺いても、採用してもらいたいと思うだろう。

(#24） 
学生らしい服装で派手すぎず、面接なのでカジュアルでもない

その学校を志望した理由

人生を左右すると思うのでとても緊張することは間違いないと思います。

(#20） 

自分がどんな人物なのか知ってもらうチャンス

書類だけで、判断される

(#13) 

礼儀正しい態度

企業の内定をもらうために、…［中略］…その企業が自分を採用すればいかに得するかをアピ
ールしたい。

(#12) 

先生に敬意を表し
しかし、それがただの誹謗中傷にならないように言葉を選ぴつつ、ハッキリという。

ゼミに入ってしたいことが、はっきりまとまっていなくても、そのことを正直に述べ謝罪する。

先生との受け答えの中で、あまり、カッコをつけずに、正直に思ったことを話す。

残りの大学生活で、自分が好きなことを勉強、研究できるかという、大事な選択。そのために、

そのゼミに入れるかどうかと言う、重要な面接。そして、ありのままの自分がそのゼミに受け

入れられるかどうかという大事な面接。

自分の興味、学習意欲を生かせるか、また、それが自分が評価される、試されることでもある。
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Table6-2 場面1での自己表明

(#17) 

真面目で優しそうな印象をもってもらいたいが、全く融通の利かない頑固な印象は持たれない
ようにしたいし、また反対に、従順な印象も持たれたくない。悪印象はもたれたくないが、「い
い子」にも見られたくない。一般常識のある一人前の人間に見られたいが、それだけではなく、
何かプラスアルファを持った人

(#32) 

自分は愛想が良くいつも笑顔でいられて、接客業（その仕事）には向いていることをアピール
します。

しっかりした子と思われたいので、あいさつや返事はきちんとします。明る＜ハキハキと。
とにかくその場では嘘でもなんでもついて猫をかぶって、相手に自分を採用すると得だと思わ
せます。

(#15) 

話しやすく楽しいイメージ

いつも笑顔を忘れないようにしています。ただし、質問をされたときには少し真面目な表情も
作ります。

話す内容はあまり専門的なことに触れられないように、あたりさわりのない話をします。深く
追求されて答えられないといけないので。

(#7) 

結構明る＜、人との関係も上手くやっていくタイプです。まぁ楽天的なんですけど。そういっ
た所をみてもらいたいです。

私の元気良さ、結構活発な人であること
ニコっとした笑顔で話し、ゼミなどの真面目な話ではキリっとした真剣な表情で話します。
やはり重役の人には真面目さをアピールします。

(#31) 

まじめな人として、相手に理解されたい

相手が質問してきたことには、明る＜、はっきりと答え、とにかくここで働きたいということ
を明確にし、まじめな装いを見せる。

相手に不快感を与えないぐらいの笑顔やまじめそうな顔を使い分けながら面接した方が、相手
に好印象を持ってもらえると思う。

(#24） 
勉強を心底学びたいと思っていること

いかにもまじめ

(#20） 

学習意欲のある好意の持てる人間
自分が将来何をしたいのか何になりたいのか、将来の夢
数学がどの程度得意であるとか、どのようにして現在の技術を身につけたかを詳しく、説得力
のあることを話します。

(#13) 

仕事に関して意欲的に取り組む人物
明る＜、ハキハキと喋る

(#12) 
周囲を明るくさせる人柄

ゼミにとって有益となるような雰囲気と、ゼミに真面目に取り組むことのできる落ち着きや責
任感を備えている人物

きびきぴとして、落ち着き払った態度
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Table 7-1 場面2の意味づけ

(#17) 

サークルといった枠の中で、喋れない人を作るのはあほらしいので、誰とでも付き合えるよう

にしておく

その輪に入っていけるかどうか心配しながらも、入れるように手探りしながら行動している状

態

(#32) 

自分をどれだけよい人間に見せることができるか。

最初のイメージが最悪だったらそこから挽回するのは相当の努力が必要だし、別によい人と思

われなくてもいいと思っている人でも、周りの人間から好かれていた方がいろいろとやりやす

いことはわかりきっていることだ

(#15) 

大学生活の良し悪しを決めるための一つの大きなイベントだと思います。少し大げさかもしれ

ませんが、ゼミが楽しいイコール、大学の勉強も楽しいということにつながると思うのです。

（切）

これから2年間一緒に活動していく人たちと仲良くなれるのかどうかが不安でした。
この先上手くやっていけるかどうかの大切な場面です。

(#31) 
最初にあいつおもろい奴と思われた方が、友達も作りやすいし、仕事も楽しんでやることがで

きる

相手の様子をみて、まず、相手を見下したような態度は取らずに、こちらから腰を低くして相

手と接触するだろう。

（訟）

新たに輪を広げる場だと思います。気が合う人がいたら、また連絡します。

（紅o)
ゼミの仲間がどんな人なのか知る最初の機会であり、ゼミ友達を作る、いい機会でもあります。

(#13) 

ゼミのメンバーでその人のことを良く知らない人と話をしてその人のことを知り自分のことを

知ってもらったり、普段はあまり会話をしない人と話をして互いの親睦を深める

(#12) 

相手の人たちと、自分たちが一緒に盛り上がるような雰囲気を作ることを優先的にする。

少なくとも、あと二年はともに学生生活を過ごすことになる人たちとの出会いの場。
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Table 7-2 場面2での自己表明

(#17) 

ずっと楽しげで、表情は笑っている。誰も嫌いにならない、誰にも嫌われないように振る舞う

(#32) 

自分は気さくでだれとでもよく話し明朗活発で、面白い子だということをアピールします。で
きるだけ笑顔で振る舞い、社交的になり、自分から積極的に話しやすそうな子にどんどん話し
かけていきます。

いつもしているような話をいきなりすると、少し危険なので、込み入った自分の考えが全面に
押し出されるような話は避けます。

笑顔で自分にも発言のチャンスが回ってくるようにしむけます。

(#15) 
話しやすい印象

奇抜な服装や露出度の高い服装は避けるようにしたいです。
私はゼミの中では、ムードメーカーでありたいと思います。代表というわけではないけれど、

私の一言で場がなごむような、そんな存在でありたい。
みんなが話しやすい子だと思って話をしてくれるのはとても嬉しいです。

(#7） 
自分のことを気に入ってもらいたいので、猫をかぶるわけではないけど、何かと気を使います。
できるだけ話をしようと努力します。それでいて相手の話もいろいろ聞いてあげます。なるべ
＜雰囲気が悪く暗くならないように、楽しく過ごせるようにします。
相手との共通の話題を探してそれについて話します。

目立つことなく、しかも仲よくなって早く私のことを覚えてもらいたいのでいろんな人と話を
して自分をアピールしたいです。

(#31) 
おもしろい人

楽しい人

みんなと同じような服装でいると思う。あまり、目立たないような服装でいると思う。

(#24） 

元気良く明るい印象を持たれるようにします。服装は、あまり派手すぎず、地味でもなくて中
間をめざします。表情はにこやか…［中略］…たわいもない話をし、たちいったことは、聞き
ません。振る舞いは、でしゃばったりせず、気がきくようにします。

（紅O)
他人の印象に残らなくてもいいですが、あまり変な人だとは思われたくない

(#13) 

気さくで明るい人物

明る＜振る舞い、その場の雰囲気を盛り上げる
笑顔で楽しい表情

(#12) 

面白く、明るい気さくな人間であると理解してほしい。

相手に積極的に話しかける。

相手との共通の話題をみつける。

相手が気軽に話しかけやすい雰囲気を作る
マイナスのイメージを与えないようにしなければいけない。
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Table 8-1 場面3の意味づけ

(#17) 
人間関係が深まれば、一つの輪の中の人という付き合い方から友人としても付き合い方にか

わってくる

(#32) 
個人的なこと、恥ずかしい話、もっと深い話ができるようになるでしょう。

(#15) 
例えば怒った表情をしていても、みんなは私に「何があったの？」と聞いてくれる。そのこ

とによって、みんなが私を避けたりしないことはちゃんとわかっているからです。むしろ、

私が落ち込んでいても怒っていても、みんなは私の話を聞いて助けてくれます。

私は安心してみんなにそのままの自分を見せることができると思う。

(#7） 
自分をよく見せようとか、相手のことに気を使いすぎたりはしないと思います。

自分のことも相手にもっと知ってもらいたいと思うだろうし、相手がどんなことを考えてい

るのかも知りたいです。

(#2o) 
場の雰囲気を壊さない表情…［中略］…、羽目をはずさない程度に振る舞い…［中略］、でき

るだけ周りに気を配ります。

(#13) 
お互いになれているので緊張する様子もなく和やかな表情をしている。…［中略］…最初の

コンパと違い和気あいあいとしている。

(#12) 
自分のキャラクターは理解してもらっていると思う。

自分以外のゼミ生の個性が解っているので、…［中略］…、その人に合わせた話をする。

Table8-2 場面3での自己表明

(#17) 
自分の好き嫌いや感情を織り込んで話す

表情に感情が表れていて

まわりに合わせているだけでなく、何かすることがあれば、それを優先して行動する。

(#32) 
お世辞を全くいわない。おかしいとおもったら意見することができる。表情もずっと笑顔だった

のが、笑顔の回数が減ることは間違いないと思います。

(#15) 
私のワガママも、ゼミのみんな（先生も含めて）は許してくれます。

(#7） 
相手を傷付けるようなことは決して言わないけど、自分の思うこと、自分の意見はある程度主張

すると思います。（反感を買わない程度に）

(#20） 
初対面のときには話さなかったような、少し内輪の（自分の）話もするようになる

(#13) 
その人とゼミや学校であったときにとるいつもの態度で、いつもと同じように振る舞っている。

(#12) 
遠慮せずに思ったことをズバズバと言う。

自分の身の上話などをしてみんなに相談にのってもらったりする。
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5.まとめ

本研究の目的は、場面に対する個人の意味づけによって異なる自己が表明されるということ

を示すことであった。実験の結果から、上下関係を重視すべき場と意味づけられたときには訴

求的な側面、並行関係を重視すべき場と意味づけられたときには親和的な側面、そして対人関

係の濃淡を重視する場と意味づけられたときには否定的な側面の開示、というように自己表明

されていることが明らかとなった。つまり、自己表明にはそれぞれの場面を通して動的に構築

される側面があると言えよう。

今回の実験で得られた言語データは非常に豊かなものであった。Potter& Wetherell(l987)は、

ひとつの言語データの分析には非常に多くの着眼点が存在し得ると述べている。つまり、本研

究のデータに対しても、今回行った以外の着眼点が存在する可能性は大いにある。今後、別の

着眼点による分析を行うべきであろう。

また、今回の分析では、同じ個人が状況によって、様々な自己を表出することが認められた。

ひとりの個人の中には、様々な特徴を持った自己が内包されていることがうかがえる。本研究

では変化の側面は明らかとなったが、一貫性については論じられていない。今後、一貫性に注

目した分析が必要であろう。そのような分析を通して、自己の構造全体の中で変化する側面と

一貫した側面とがどのような関係にあるのかを検討していくことは今後の課題であろう。
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Appendix 

各協力者の回答の上段には協力者による場面への意味づけ、下段には自己表明を示す。

〈〉内は協力者がそれぞれの場面で選択した事例、［ ］内は分析者による補足を示す。

＃ 場面1 場面2 場面3

〈就職試験の重役面接〉 〈ゼミの最初のコンパ〉

就職試験の重役面接では、自分 ゼミの最初のコンパでは、かな ゼミに慣れてみんなともいろい

の人柄、性格を理解してもらい り緊張しました。これから 2年 ろ話すようになってからのコン
たいです。 閥一緒に活動していく人たちと パでは、最初のコンパとは違っ

仲良くなれるのかどうか不安で て、自分を良く見せようとか、

就職出来るかどうかの最終関門 した。 相手のことに気を使いすぎたり

で、この面接の結果により、自 はしないと思います。

分の将来をも左右する大きなイ 「ゼミの最初のコンバ」はこれ

ベントであると思っています。 から 2年間卒業するまで、一緒 自分のことも相手にもっと知っ
それと同時に、面接に受かると に勉強していく人たちとの顔合 てもらいたいと思うだろうし、

いうことは、自分自身を認めて わせであるので、この先上手く 相手がどんなことを考えている

もらう、自分の人柄をほめても やっていけるかどうかの大切な のかも知りたいです。

らうというような気がします。 場面です。
................................................... ................................................... ................................................... 
私は自分で自分をいうと、結構 はじめてあった人たちには、自 相手を傷つけるようなことは決

明る＜、人との関係も上手くや 分を良く見せたいと思います。 して言わないけど、自分の思う

っていくタイプです。まぁ楽観 自分のことを気に入ってもらい こと、自分の意見はある程度主

的なんですけど。そういったと たいので、猫をかぶるわけでは 張すると思います。（反感を買

ころを見てもらいたいです。 ないけど、何かと気を使います。 わない程度に）

できるだけ話をしようと努力し

スノーポードの話は、ちょっと ます。それでいて相手の話もい

7 重役の人に話すにはマイナスか ろいろ聞いてあげます。なるべ

省
もしれないけれど、私の元気よ ＜雰囲気が悪く暗くならないよ

さ、結構活発な人であることを うに、楽しく過ごせるようにし

伝えたいです。 ます。

表情は、笑顔です。ヘラヘラし 話すことはいろいろですが、相

た笑顔ではなく、ニコっとした 手との共通の話題を探してそれ

笑顔で話し、ゼミなどの真面目 について話します。

な話ではキリっとした真剣な表

情で話します。 とにかく目立つことなく、しか

も仲良くなって早く私のことを

服装は清潔感のある服装。シン 覚えてもらいたいのでいろんな

プルに紺のスーツで真っ白のシ 人と話をして自分をアピールし

ャッ。やはり重役の人には真面 たいです。

目さをアピールです。

面接は短時間勝負です。その短

時間のうちにどれだけ重役の人

に好印象を与えられるかだと思

います。だから本当の自分を完

全に理解してもらうのは難しい

と思うので、出来るだけ私の良

いところを多くを理解してもら

いたいです。
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＃
 

場面1 場面3

くゼミ選考での面接〉

場面2

〈ゼミの最初のコンパ〉

残りの大学生活で、自分が好き相手の人たちと、自分達が一緒そのゼミに慣れてきたというこ
なことを勉強、研究できるかとに盛り上がるような雰囲気を作とは、自分のキャラクターを理
いう、大事な選択。そのために、ることを優先的にする。 解してもらっていると思うの
そのゼミに入れるかどうかとい で、遠慮せずに思ったことをズ

う、重要な面接。そしてありの自分の第一印象を決定する場でバズバ言う。また、自分以外の
ままの自分がそのゼミに受け入あり、そして、他の人たちを知ゼミ生の個性が解っているの
れられるかという大事な面接。るといった重要な意味をもつ。で、最初のコンパでしたように、
また、自分の将来にも関わって少なくとも、あと二年はともに幅広い話題からはいるのではな
くる大事な選考審査。 学生生活を過ごすことになる人＜、その人に合わせた話をする。

たちとの出会いの場。それに、

つまり、自分の興味、学習意欲コンパで初めて話す人などもい

を活かせるか、また、それが自るので、マイナスのイメージを

分がどう評価されるか、試され与えないようにしなければいけ

ることでもある。そして、そのない。

結果如何で、自分の将来を左右

する人生の大事な岐路であると

いう意味。

自分は周囲を明るくさせる人柄自分が面白く、明るい気さくなそのゼミに慣れてきたというこ
で、そのゼミに対して非常に興人間であると理解してほしい。とは、自分のキャラクターを理
味を持っていて、ゼミにとってそのために、相手に積極的に話解してもらっていると思うの
有益となるような雰囲気と、ゼしかける。とりあえず、幅広く、で、遠慮せずに思ったことをズ

12 ミに真面目に取り組むことので趣味の話、例えば映画やテレビバズバと言う。
きる落着きや、責任感を備えてのドラマなどの話から始めて、
仇いる人物。 相手との共通の話題を見つけまた、自分の身の上話などをし

る。［中略］そうすることで相てみんなに相談にのってもらっ

明るい表情で、清潔感がある服手が気軽に話しかけやすい雰囲たりする。態度は別に威張って
装で、先生に敬意を表しながら気を作る。 いるわけでもなく、でも引っ込
も、相手に飲まれて自分という んでいるわけでもないように、
ものを無くさないように、きび みんなを盛り上げようとする。

きびとして、落ち着き払った態

度で、自分の考えを明瞭に話

す。

先生の授業についてどう思う

か、それが面白いか、くだらな

いかを率直に述べる。［中略］し

かし、それがただの誹謗中倍に

ならないように言葉を選ぴつ

つ、はっきりという。

ゼミに入ってしたいことが、は

っきりまとまっていなくても、

そのことを正直に述べ、謝罪す

る。むしろ、これからのやる気

をアピールしていく。つまり、

先生との受け答えの中で、あま

り、カッコをつけずに、正直に

思ったことを話す。
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＃ 場面1 場面2 場面3

〈就職試験の重役面接〉 くゼミの最初のコンパ〉

企業の内定をもらうために、［中 ゼミのメンバーでその人のこと お互いになれているので緊張す

略］何ができるかなどその企業 を良く知らない人と話をしてそ る様子もなく和やかな表情をし

が自分を採用すればいかに得す の人のことを知り自分のことを ている。お互いになれているの

るかをアビールしたい。 知ってもらったり、普段はあま で最初のコンパと違い和気あい

り会話をしない人と話をして互 あいとしている。

就職してから転職、倒産したり いの親睦を深める意味を持って

リストラされなければ約40年間 いる。

その会社とかかわるのだから、

自分の人生に大きく影響を与
13 え、左右することになり、大き

眉
な意味を持っている。

................................................... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ .................................................... まじめで、その企業の業務内容 自分のことを気さくで明るい人 話すことは、普段お互いに話し
に関心を持っていて、仕事に関 物として相手に理解してもらい ていることとあまり変わらない

して意欲的に取り組む人物とし たい。 と思う。

て理解してもらいたい。

お酒を飲んで、明る＜振る舞い、 服装は学校に来るときに着てい

緊張して、顔は少しこわばって その場の雰囲気を盛り上げるた る服で、その人とゼミや学校で
いる。スーツ姿で、礼俄正しい め、冗談をいったりする。普段 あったときにとるいつもの態度
態度で、明るく、ハキハキと喋 着ているラフな服装で、笑顔で で、いつもと同じように振る舞

る。 楽しい表情をする。 っている。

〈ゼミ選考審査での面接〉 （参加し始めたころのサークルで…〉

面接という、かしこまったシチ 大学に入ったばかりの頃、大学生 より深く人間的なおつきあいが

ュエーションで自分をいかにう 活＝サークル活動と思っていたの 出来る人を見つける［場］。

まく出すかというのが最大のポ で、初めてサークルに顔を出した

イントだから、終始笑顔だけは とき、ここでしくじったらこれか

絶やさないように心掛けます。 らの4年間がぱあになると気合い

を入れていた覚えがあります。

［面接では］先生と自分を同列

ではなく、上下の関係だという 自分のなかに理想の自分がいて、

ことを明確に頭において接する それに近づけるように大学デビュ
14 ということが大事だということ ーをしようとしていました。

省
です。

［サークル活動とは］大学生活を左

一般的に面接というと、初対面 右するであろう人脈を広げる場で

の人に対して、自分をいかに良 ある。

く見せるかということがポイン

トとなると思うので、［中略］そ

れはゼミ選考審査での面接にも

通じるところがあると思うの

で、［ゼミ選考審査での面接は］

畏まらなければならない場面、

と思っています。
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＃ 場面1 場面2 場面3

研究内容について入念な事前勉 とても気を配って誰とでも会話 話の内容はもっとくだけていっ

強をしていき、その自分が勉強 をするように心掛けました。 たと思います。［中略］仲良くな

した内容、そしてこれから研究 ろうと思ったら人間的なつなが

したい内容を語ります。そのと 自分にマイナスイメージがつく りというか、もっと人間らしい

きはなるべく笑顔で、フレンド ような言動すべてを回避してい ところを見せていく方がいいと

リーに、しかし尊敬の念は忘れ ました。 思うからです。そして話の内容

ない、ちゃんと先生を敬う態度 が変わって時間がたち、仲良く

をとります。 とりあえず話しやすいいい子と なれたかなと思いだしたら、も

思われるように努力したと思い っと自分を知ってもらい、より

面接の時にすごく堅い格好をし ます。 深く人間的なおつきあいが出来

ていっても、あとで苦しくなる る人を見つけるために、最低限

と思うので、いつも通りでいい 自分が話すときは話しまくり、 のマナーを守りつつ自分の好き

と思います。 聞くときは熱心に聞くよう心掛 なように振る舞い、とりたい態

けました。大学生活を先に送っ 度をとり、好きな服装をしま

［面接では］とりあえず、先生に てきた先輩にそのことを聞きた す。

自分の熱意を伝えるのが一番な い気持ちはたくさんあったし、

ので、自分の自然な姿勢は崩さ しかし自分のことを満足に語れ ［私は］根がどうやらわがままら

ず、しかしかなり（自分なりに） ないような人間には思われた＜ しいので、そのように振る舞っ

低姿勢で笑顔を保って研究内容 なかったので自分のことも適度 てしまいます。

について相談する、という形で に話しました。

いいんじゃないかとおもいまし

た。 とりあえず嫌われないための最

低ラインを守りつつ自分を見せ

特に、成績でゼミ生を選ぶ先生 ていくしかないと思っていまし

と面談するときは、成績は悪い た。今も昔もそうですが、私は

けれどやる気だけはとてもある 八方美人で愛想が良すぎるとこ

14 ことをしつこく何度も強調し、 ろがあるので、［逆に］それを武

畜
事前の勉強をとにかく力を入れ 器にしようと考えていたと思い

て行い、それについてほかの人 ます。

よりもこんなに勉強する気があ

るのよー！ ！ということをアピ 人の話を聞くことができ、かつ

ールします。先生に、とても熱 自分のことを話すこともでき

心な研究心がある生徒だと感じ る。ものの考え方がフレキシプ

てもらうためです。 ルであり筋も通っている。とり

あえず一本スジが通った人間に

そこ［成績の話題］に触れられる なりたかったので、そのように

ととても弱いので、自分の勝負 振る舞おうとしていたと思いま

できるところで喋りまくって相 す。

手に印象づけるのが大事だと思

います。あと、とりあえずがさ

つなところがばれないように、

多少お行儀よく振る舞います。

終始笑顔だけは絶やさないよう

に心掛けます。

決して甘えた態度はとらず、し

かし先生を尊敬しているという

ことも絶対にわすれません。

ゼミの先生には、あとでぼろが

出ると困るので、自分をよく見

せようとかいうことよりも、自

分をなるべく知ってもらうとい

うことが第一だと思います。
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＃ 場面I 場面2 場面3

〈ゼミ選考審査での面接〉 〈ゼミの最初のコンパ〉

［ゼミ選考審査の面接では］その 「ゼミの最初のコンパ」は私に 私は最初のコンパでは少し演じ

先生の好みを考えないといけま とって、大学生活の良し悪しを る、と書きましたが、半年以上

せんが、とりあえず笑顔を作り 決めるための一つの大きなイベ たって徐々にみんなと仲よくな

ます。 ントだと思います。少し大げさ った今は、もうそんな必要はあ

かも知れませんが、ゼミが楽し りません。私は安心してみんな

いイコール、大学の勉強も楽し にそのままの自分を見せること

ゼミの選考審査は、あくまでそ いということにつながると思う が出来ると思う。

のゼミの色に合うかどうかを見 のです。

る面接だと思います。私が入り

たいと思うゼミが、もしも私に

向いていなかったとしても、私

なら自分の持っているキャラク

ターを精一杯使って、こいつを

入れればおもしろくなると思わ

せます。
........................... ・・・・・・・・・・・・・........... ···············•····•························•····· ................................................... 
私はゼミでもどこでも、明る＜ 私はみんなに、話しやすい印象 自分の全てを隠さずに、ありの
話しやすい人だと思ってもらい をもってほしいと思います。 ままの自分でゼミの仲間に接し
たいので、いつも笑顔を忘れな ます。服装は、自分のその日の
いようにしています。ただし、 気分で適当なものを選ぴ、表情
質問をされたときには少し真面 まず服装はだらしなくない程度 もそのときの気分をそのまま表

15 目な表情も作ります。自分がど にラフなものにします。もちろ 現します。例えば怒った表情を
れだけそのゼミに入りたいか んこれは自分にちゃんと似合っ していても、みんなは私に「何

呑を、大げさにではなくさりげな ているものを前提としてます があったの？」と間いてくれる。
くアピールしてみるのです。話 が、奇抜な服装や露出度の高い そのことによって、みんなが私
す内容はあまり専門的なことに 服装は避けるようにしたいで を避けたりしないことはちゃん
触れないように、あたりさわり す。 とわかっているからです。むし
のない話をします。深く追求さ ろ、私が落ち込んでいても怒っ
れて答えられないといけないの 態度は、ウソにならない程度で ていても、みんなは私の話を開
で。 少し演じます。 いてくれて助かります。

私はゼミの中では、ムードメー

私が入りたいと思うゼミが、も カーでありたいと思います。代 最初のコンバでは少し演じる、
しも私に向いていなかったとし 表というわけではないけれど、 と書きましたが、半年以上たっ
ても、私なら自分のもっている 私の一言で場がなごむような、 て徐々にみんなと仲よくなった
キャラクターを精一杯使って、 そんな存在でありたい。人と話 今は、もうそんな必要はありま
こいつを入れればおもしろくな すのが好きな私なので、みんな せん。私は安心してみんなにそ
ると思わせます。 が話しやすい子だと思って話を のままの自分を見せることがで

してくれるのはとても嬉しいで きると思う。

す。

面接が終わった後にもやっばり

笑顔で挨拶は欠かせません。明 私のワガママも、ゼミのみんな
る＜楽しい上に、礼俄も正しい。 （先生も含めて）は許してくれ
そんなふうに思ってもらえた ます。
ら、きっと先生は私を採用した

くなるはずです。
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#¥ 場面l 場面2 場面3

〈就職試験の重役面接〉 〈参加し始めたころのサークルで•••〉

自分の一番良いところをアビーサークルといった枠の中で、喋れな人間関係が深まれば、一つの輪
ルしなければならない場所。相い人を作るのはあほらしいので、誰の中の人という付き合い方から
手に知ってほしい自分の長所はとでも付き合えるようにしておく。 友人としても付き合い方に変わ
等身大以上にわかってもらい、 つてくると思う。
相手に知られたくない自分の短「参加し始めたころのサークル」と
所はできるだけ相手に見られなはその輪に入っていけるかどうか心
いようにする場所。 配しながらも、入れるように手探り

しながら行動している状態。そのな

かの雰囲気も、暗黙の了解のような

ルールも、わからないので遠慮がち

に行動しているとき。
···················································•···················································*·--·--············································· n椅子には姿勢を正して座り、礼振る舞いはずっと楽しげに、表何を話すかは初めのころとあま省 I~温は、う『悶悶°き~Ii芥畠9。にも嫌われないl悶にはは以？悶儀正しく振る舞うが、リラック情は笑っている。誰も嫌いになり変わらないと思う。けれど、

と答える。 すと思う。

私は真面目で優しそうな印象を

持ってもらいたいが、全く融通

の利かない頑固な印象は持たれ

ないようにしたいし、また反対

に、従順な印象も持たれたくな

い。悪印象は持たれたくないが、

「いい子」にも見られたくない。

一般常識のある一人前の人間に

見られたいが、それだけではな

く、なにかプラスアルファを持

った人と思っていたい。

〈入試の面接〉 〈ゼミの最初のコンパ〉

表情は初めの頃より、表情に感

情が表れていて、ポーカーフェ

イスはやめている。振る舞いは、

まわりに合わせているだけでな

く、何かすることがあれば、そ

れを優先して行動する。

メインは、やはり、自分がどんゼミの仲間がどんな人なのか知1表情：場の雰囲気を壊さない表
な人物なのか知ってもらうチャる最初の機会であり、ゼミ友だ情。普通の表情でしょうか。
ンスだと思います。書類だけで、ちを作る、いい機会でもありま
判断されるのはやはり、人間味す。 振る舞い／態度：あまり、羽目
がなくて嫌なので。 1をはずさない程度に振る舞いま

す。できるだけ、周りに気を配

ります。................................................... 
どのように理解してもらいたいどのような人物として相手に理初対面のときには話さなかった
か：その分野である程度の技術解してもらいたいか：ありのまような、少し内輪の（自分の）
をもっており、学習意欲のあるまの、自分として見てもらえた話もするようになると思いま
20 I好意の持てる人間であること。 らいいと思います。 す。

月1話す内容：自分が将来何をした特に、他人の印象に残らなくて
いのか何になりたいのか (SE、Iもいいですが、あまり変な人だ
プログラマ）、将来の夢とは思われたくないですね。
(Wmdows標準の市場を覆すよう
なOSを開発したい）、現在、ど
んなことが出来て、その学部と、

どのような関係があるのか。

入試の面接なので、学部に沿っ

たことをアピールします。例え

ば、［中略］数学がどの程度得意で

あるとか、どのようにして現在

の技術を身につけたかを詳しく、

説得力のあることを話します。
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＃ 場面l 場面2 場面3

〈アルパイト採用時の面接〉 〈ゼミの最初のコンパ〉

たかがアルバイトと言っても、 他のゼミのメンバーや先生と交 ある程度仲がいい人たちとだっ

それで落とされると自分が否定 流することで、ゼミ内で新しい たら、気兼ねがいらない［場］。

されたようで結構ショックを受 友だちを作るのに有効な場面。

けるので、私はそれほど気楽な

ものとは思っていない。［中略］ ゼミの中に知り合いがいないの

多少なりとも自分の能力や性格 であれば、それをきっかけに仲

を問われる大切な場であるし、 良くなれるチャンスになるだろ

どちらかと言えばフォーマルな うし、［中略］お互いのことを

もの。 よく知るいい機会になる。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--． ・・・・・・・・・・・・ ·························•·····•············•······ ・・・・・・・--・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
そのアルバイトに対してやる気 頭のいい人と思われなくていい 私は友だちの中でも、どちらか

を持っている。明るくて普通の が、バカとは思われたくない。 というと人の話を聞くことの方

女の子だが、自分の考えをきち うるさい人でもなく、それなり が多い。が、飲みにいったりす

んと持っていて、まわりにあま に物事を考えている人と思われ るとしゃべる側になるので、ゼ

り流されないしっかりした人。 たい。私は初対面の人や、大勢 ミのコンパでも他の人と仲良く

責任感があるので仕事を任せら での飲み会はあまり得意ではな なっていたら、どうでもいいこ

れると思わせる。 いが、これから少なくとも週 1とを話題に沢山しゃべっている
回ゼミの時間に顔をつきあわせ だろう。

初対面の人と接する時は、第一 ていく人たちとの飲み会なの

印象が大切なので、面接場所に で、とりあえず嫌な人とか、つ 感じがいいように振る舞おうと

着いた時点から人当たりの良さ まらない人と思われたくないの か、相手によく思われようとい
22 そうな態度で接する。面接をし で、その場が和めるように話題 うことはあまりないのでいつも

脊
ている人の話を聞くときは、下 に参加する。初めての飲み会な と変わらない態度で接する。

を向いたりしないでその人の方 ので、ゼミ内にはまだ仲良くな

を見て相槌をうって、ちゃんと い人も大勢いるはずなので、い

話を聞いていて仕事に対しての ろいろな人と言葉を交わす努力

やる気を見せる。必要があれば、 をする。それと先入観でこの人

今までのバイトの経験なども相 は苦手なタイプかも、、、と感じ

手に話し、もし聞かれればその て喋る気になれないことも多々

バイトを志望した動機なども答 あるが、ゼミで極力それはしな

えられるようにはしておく。 い。

面接をしている人に何か話しを 初めて話す人とは話が詰まりや

振られたら、面接に不利になら すいので、 1対1ではあまり喋
ない限り、正直に思ったことを りたくない。周辺の人4、5人
言う。自分に都合の悪いことで ぐらいで喋る。

も、バイトでそこまで深くかか

わりあうことは滅多にないの あまり貝にならず、とりあえず

で、まあ何を話しても構わない 何か喋ってみる。

と思う。私は全く知らない人と

話すとき、その人に悪い印象を 私は表情がないとよく言われる

もってもらいたくないので、け ので、コンパの場で無表情でい

っこうにこにこしたり、いい人 ないように気をつける。

そうな態度を取ろうとするの

で、バイトの面接の時でも同様

だろう。
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＃ 場面l 場面2 場面3

〈入試の面接〉 〈合コン〉

ある意味大きく言えば、人生を 別に彼氏を作る目的ではなく、
左右すると思うのでとても緊張 新たに輪を広げる場だと思いま
することは間違いないと思いま す。気が合う人がいたら、また
す。 連絡します。................................................... ·····················•····························· . ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・ 
一番理解してもらいたいことは、 態度は元気良く明るい印象をも

24 勉強を心底学ぴたいと思ってい たれるようにします。服装は、
ることです。服装は学生らしい あまり派手すぎず、地味でもな

省
服装で派手すぎず、面接なので くて中間をめざします。表情は
カジュアルでもないことです。 にこやかにし、話す内容は［中
そして、話す内容はその学部で 略］たわいもない話をし、たち
の知識をある程度しっているこ いったことは、聞きません。振
と、学生生活をどのように過ご る舞いは、でしゃばったりせず、
したいか、またその学校を志望 気がきくようにします。
した理由などです。

態度は、いかにもまじめである
ことを、醸し出します。

〈就職試験の重役面接〉 〈参加し始めたころのサークルで…〉

重役面接に至るまで、幾つかの 友だちを増やしたくてサークルに なれてきた頃でも服装は普段着
テストをクリアしてきて、あと 入った。 のままかわらないと思う。それ
一歩で目標が達成されるという がジャージのままで婦ったりす
大事な場面だと思うので、人生 学生生活の充実を得るために［サ るので少しだれてきているのか
（社会人編）の中でのスタート ークルに］入った。 もしれない。
場所の決定という感じがする。

生活をより楽しくするためのスタ
ート地点という意味を持っている
と思う。

サークルに入っているのと、サー
クルに入っていないのとでは環境
がかなりかわってくると思うので
けっこう大事な場面だと思う。................................................... ................................................... ................................................... 

人柄がよく、誠実そうな人だと思 自分を明る＜気さくな感じで、 慣れてきた人たちに表情を作っ
ってもらい、こいつは会社に入っ 友だちになりやすそうな人と思 ても変に思われるだけだと思
てもらいたいなと思わせるように ってもらいたい。

う。理解してもらいたい。
暗い人と思われないようにしと

28 
重役面接の時、自分は卑屈になら きたい。例えば、ずっと下を見 何を話すかは、［中略］その人と
ないように堂々とした態度をと ないようにしたりいろんな人と はどんな話が合うかだいたい分

骨
り、 相手とが大不き愉め快のに！ならない位に 目を合わすようにして喋るきっ かってきているのでそんなに困ちょっ大 態度で振る答舞 かけを作ったりする。

いず、［ら中そ略う］なるべくなら自分の らない気がする。
え な質問をされないよう 振る舞いは、普段通りでいいと

に、 こちらかた思いらわ多。れ表くた情の＜ことをしゃ
思うが、あくまで控え目な感じ 振る舞いや態度は、仲が良くなべっていき は相手に覇 がいいと思う。先輩もたくさん

気がないと ないので、 いると思うので、できるだけ失 った分、横柄な態度をとる場合

どちらかというと明るめで、相手 礼のないようにしておきたい。 があるがこれは、この人ならこ
の目を見るようにし、そしてクリ 態度は、なるべくでかい態度は れぐらい冗談で済むよなとかが
ーニングしたてと言わんばかりの 控えた方がいいと思う。

分かってくるため。あくまで、ピチッとしたスーツを消て面接に
挑むであろう。 相手が許容してくれる範囲まで

の態度である。
面接には採用されたいから行くの
だから、ちょっとでも他の人より
勝っているように思われたい。

適当に答えているとするどいツッ
コミを入れられそうだから、そう
なるぐらいなら素直に答えたい。

質問をされて答えられないと相手
に悪い印象しか与えないような気
がするので、それならこっちから
問いていった方がいい。
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31

男
性

表情は、満面の笑みというのも
何かちょっと変なので、相手の
顔をはっきりと見て、相手に不
快感を与えないぐらいの笑顔や
まじめそうな顔を使い分けなが
ら面接した方が、相手に好印象
を持ってもらえると思う。

（アルパイト採用時の面接＞ ＜ゼミの最初のコンパ＞
目上の人との接し方、相手の質ゼミ最初のコンパは私にとって個人的なこと恥ずかしい話もっ
問にきちんとこたえられるかなは、自分をどれだけよい人間にと深い話ができるようになるで
どが試されると思います。 見せることができるかの勝負でしょう。なぜなら、やはりいつ

す。 までも猫をかぷっているのはし
その面接に受かるか落ちるかも んどいし、本当の自分を知って、
私にとっては大きな意味を持っ最初のイメージが最悪だったら理解してほしいからです。
ています。それに受かれば、自そこから挽回するのは相当の努
分はきちんとした印象が相手に力が必要だし、別によい人と思
与えられたのだという気になわれなくてもいいと思っている
り、自イ目がつくし、落ちれば、人でも、回りの人間から好かれ
きちんと出来なかったのだ、どていた方がいろいろとやりとり
こが悪かったのだろうと反省ししやすいことはわかりきってい
ます。つまり、アルバイトの面ることだし。
接というのは、普段の自分をど
れだけ偽り、ごまかす事が出来

32 |：王:~•編己·芦芦葎苓；ぢ蔽祉嘉雰寄ii:"五i.i 石五＂□＂ず誕苓忘窄茄函
女われるので、ずーと笑顔のままで気さくでだれとでもよく話し明朗来ると思います。態度も大げさ
性います。自分は愛想が良くいつも活発で、面白い子だということをで無理していたのがいつもの素
笑でいられて、接客業（その仕アピールします。出来るだけ笑顔の自分に戻れるし。例えば、面
事）には向いていることをアピーで振る舞い、社交的になり、自分白くないことで笑わない。や、
ルします。あとしつかりした子とから和極的に話しやすそうな子にお世辞を全くいわない。おかし
思われたいので、あいさつや返事どんどん話しかけていきます。 いとおもったら意見することが
はきちんとします。明る＜ハキハ できる。などです。
キと。服装はあんまり派手でなく、いつもしているような話をいきな
だらしなく見えるものは着ませりすると、少し危険なので、こみやはりいつまでも猫をかぶって
ん。態度も大きいと言われるので、いった自分の考えが前面に押し出いるのはしんどいし、本当の自
ひかえめにしていつもしているよされるような話は避けます。みん分を知って、理解してほしいか
うなことはできるだけしません。ながみんな意見が合致するようならです。
例えば、足を維むとかタバコを吸話題をえらぴます。自分以外の人
うとか。 間が話をしているときでも、気を

抜くことなく、笑顔で自分にも発
とにかくその場では嘘でもなんで言のチャンスが回ってくるように
もついて猫をかぶって、相手に自しむけます。［中略］そして少しず
分を採用すると得だと思わせます。つ本当の自分を出していきます。
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